
強度行動障がい者支援のための中核的人材養成研修
『 O J T プ ロ グ ラ ム 札 幌』参加者募集
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　発達障害児者地域生活支援モデル事業では、令和5年度より、強度行動障がいのある方へ
の支援をテーマに取組み、支援体制の構築を目指します。今年度はその要となる中核的人材
を養成する研修『OJTプログラム札幌』を実施いたします。強度行動障がいのある方を支援
している、障がい福祉サービス事業所の皆様の参加をお待ちしております。

令和 5 年 度 　 札 幌 市 発 達障害児者地域生活支援モデル事業とは
発達障がいのある方、そのご家族が地域で安心して暮らしていけるよう、発達障がいの
特性を踏まえた支援方法を開発、普及することを目的としています。
（ 札 幌 市 よ り 社 会 福 祉 法 人 は る に れ の 里 が 委 託 を 受 け て い ま す ）

※　OJTとは、実践を通じて支援の仕方を身につけることです

募集期間 令和5年6月30日～7月30日まで（受講決定日　7月　31日）

募集対象

強度行動障がいのある方（主に成人期）を支援している札幌市内の障がい福祉サービス事業所
（※1）に所属し、事業所においてリーダー的立場（※2）の方。

研修場所
前半研修：札幌市自閉症者自立支援センターゆい
　　　　　住所：札幌市東区東雁来12条4丁目1－5
後半研修：募集対象者の所属事業所

参加費 無料

募集内容 裏面参照

募集方法 別添申込書に必要事項を記載し、下記問い合わせ先へメールで送付してください。

※1　施設入所、共同生活援助（グループホーム）、生活介護、行動援護・居宅介護、
         就労継続支援B型事業所等
※2　北海道強度行動障がい支援者養成研修、または北海道行動援護従業者養成研修を受
　 　講済で、サービス管理責任者、サービス提供責任者等チームの指導者的立場




Ⅰコース

【前半研修】
　札幌市自閉症者自立支援センターゆいでの専門施設実習
　　全日程（※下記プログラム参照）に参加可能　
　　所属機関の施設長、管理者等の方が一部プログラム【8/8（火）午前、8/29（火）】への受　
　　講を必須とする。また、関連のある相談支援事業所相談員の受講も推奨。
【後半研修】
　本プログラム講師の所属事業所への派遣研修
　　①の前期研修終了後、後期研修として4回の講師派遣研修を受講できる方。
　　　9/5（火）、9/12（火）、9/19（火）、9/26（火）（日程調整可）

※　前半研修と後半研修はセットでの受講となります。

【募集定員】
　3名（3事業所）　※申込多数の場合、選考により決定いたします。

Ⅱコース

札幌市自閉症者自立支援センターゆいでの専門施設研修
対象コースⅡの日程（※下記プログラム参照）に参加可能

【募集定員】6名　※申込多数の場合、選考により決定いたします

研修コース（2つのコースがあります。ご希望のコースにお申込みください）

（広域的支援人材派遣研修）
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専門施設研修プログラム

日付 時間 内容
対象コース

Ⅰ Ⅱ

8/8（火）

 9：30～10：15

施設見学

（札幌市自閉症者自立支援センターゆい）

※管理者等も参加

 ●  ●

10：30～12：00
強度行動障がい者を理解する【講義】

※管理者等も参加
●  ●

13：00～14：30 アセスメント①【講義】 ●  ●

14：40～16：00 アセスメント①【演習】 ●

8/17（木）

９：00～12：00 アセスメント②【演習】 ●

13：00～13：45 支援手順書の作成①【講義】 ● ●

13：55～16：00 支援手順書の作成①【演習】 ●

13：55～15：25 氷山モデルの作成①【講義】 ●

8/22（火）

 9：00～12：00 支援手順書の作成②【演習】 ●

13：00～14：30 氷山モデルの作成①【講義】 ●

14：40～16：00 氷山モデルの作成①【演習】 ●

8/29（火）

 9：00～12：00
氷山モデルの作成②【演習】

※管理者等も参加
●

13：00～16：00

施設での利用者虐待の現状と課題

※管理者等も参加
● ●

事業所の抱える課題について

【意見交換】

※管理者等も参加

● ●

お問い合わせ・お申込み
〒007‐0032　札幌市東区東雁来12条4丁目1－5

社会福祉法人はるにれの里　札幌市自閉症・発達障がい支援センターおがる

担当　牧田・石田

TEL　080‐3694 - 1950　Ma i l　ke@ha r un i r e . o r . j p　

mailto:ke@harunire.or.jp
mailto:Ke@harunire.or.jp

